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                 ・・・・・・ 事務局 統括幹事：後藤和晃 

◎（１）韓国の学生・市民の心情に思いを馳せよう！！ 

～ 哨戒艦「天安」の爆発・沈没をめぐって ～ 

この 5 月 20 日（木）、３月に起きた韓国の

哨戒艦「天安」の爆発・沈没事件を調査し

ていた韓国軍とアメリカ、オーストラリア

の専門家たちで構成された合同調査団が天

安沈没の背景に北朝鮮の潜水艇による魚雷

攻撃があったとする重大な見解を発表しま

した。 

 調査団は、その最大の根拠として天安が

沈没した海底から、完全に近い魚雷のスク

リューを引き揚げ、そのスクリューに刻ま

れている製造番号を判読した結果、ハング

ルで記した字体や刻印スタイルが北朝鮮の

ものと断定したというのです。この見方は

韓国軍だけでなく、アメリカやオーストラ

リアの専門家も同意しており、朝鮮半島情

勢は一気に緊迫の度を増してきました。 

 

 「天安」は、南北の領海線上の警戒にあ

たっていた 3 月 26 日、突然、大爆発を起

こし船体は真っ二つに割れ、沈没しました。

この爆発・沈没で、なんと 46 人もの若い

乗組員の命が一瞬にして失われることとな

り、韓国全土に衝撃が走りました。しかも

沈没の原因をつきとめようとする調査が進

むうち、韓国の軍人や市民ばかりでなく、

学生・生徒に至るまで背筋が凍るような不

気味な想いを抱かされました。 

 
それは哨戒艦の爆発が北朝鮮の魚雷攻撃に

よるものではないかという情報でした。5

月に入ってからは「北朝鮮の仕業」とする

報道があいつぎ、ついに 20 日の合同調査

団の発表に至ったのです。 

 一国が他国の船、しかも哨戒艇を魚雷で

もって攻撃し、爆発、沈没させ多くの人命

を海中に葬ったとすれば、これは戦前であ

れば、間違いなく関係国間の戦争に発展し

たはずです。今回、「天安」沈没が北朝鮮
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の攻撃と断定されたことにより、1953 年

（昭和 28 年）以来休戦状態となっている

韓半島に再び砲火が飛び交うような大変な

事態が起こっても不思議ではありません。 

事実、北朝鮮は調査団の発表に捏造と反

発し「戦争も辞さない！」と脅し文句を並

べています。 

しかし今、核を持っている北朝鮮との間に

砲火を交えるような事態を起こしたいと思

っている韓国人は一人もいないでしょう。 

万一、ミサイルが飛び交うような事になれ

ば、国境から、わずか数十キロに位置する

ソウル 1000 万市民の生命が、直ちに、危

機にさらされるからです。 

 2000 年の故金大中元大統領の平壌訪問

以来続けてきた南北和解の努力を水泡に帰

すことは残念だと嘆いている市民も多いは

ずです。 

隣国の市民たちの切迫した心情に思いを馳 

せている日本人は決して多くはないでしょ

う。せめて、私たちだけは韓国の市民・学

生の心情を受けとめ、韓半島情勢を注視し

てゆきたいと思います。 

 

 

 

 

（１）第 13 回総会を行いました。 

 今年も名古屋韓国学校の教室をお借りして 13 回目となる総会を行いました。参加者は

30 余名、例年の通り過去一年間の実績や会計状況を確認した後、これからの一年の行事

予定や会の執行態勢を決めました。よく目を通していただき、折にふれ事務局に感想や意

見をお聞かせ下さい。 

● ０９年度実績 

 

国防部が 5 月 20 日に公開した北朝鮮製魚雷のスク

リュー（上段）と「天安」の甲板にある煙突の写真。 

／写真＝李泰景（イ・テギョン）記者、国防部提供 
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● ０９年度 会計報告 
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● １０年度 実施予定 

 

 

 
犬山市・八曽自然林 モミノ木キャンプ場 （この写真の記事は６ページにあります） 
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● １０年度 態勢 

 

 

（２） 故水崎翁７２回忌は波紋の中で   ～韓国・大邱～ 

 
戦前の大邱市で干害に泣く農民たちのた

めに、朝鮮総督府とかけあって巨大な農業

用貯水池（寿城池）を造成し、大邱農民の

恩人として追慕されてきた故水崎林太郎翁

（岐阜市加納町出身）の 72 回忌が、この

4 月 9 日（金）、ひっそりと行われました。 

 水崎翁の墓は翁が完成し、逝去する直前

まで水利の管理に心血を注いだ寿城池の辺

りにあり、生前の翁と親しく交流していた

徐家（現当主は徐彰教さん）の方々に守ら

れています。例年ならば、徐彰教さんが中

心になり地元の寿城区役所の協力を得て

「水崎林太郎翁追慕祭」という形で大々的

に行われるのですが、今年はやむをえない

状況の下に、ひっそりと参加者が個々に参

拝する形をとらざるを得ませんでした。背

景にはこの春、日本の小学生の教科書に 

「竹島（韓国では独島）は日本の領土であ

る」との記述がされたことに、韓国民の怒

りが燃え上がった事がありました。独島は

韓国では、大邱市に道庁がある慶尚北道に

所属していることになっており、市民の怒

りが渦巻いている中では、“日本人の追慕

祭”を大々的に行う事は不可能だったので

す。 

そんな事情はあったものの、当地方からは

水崎翁の曽孫にあたる小野裕美さんと賀男

さん夫妻、それに夫妻の長男の陽平ちゃん

（翁の玄孫で 5 歳）の一家と事務局、あわ

せて 4 名が参加し、徐彰教さんと墓参りし

ました。この他、日本からは佐賀県唐津の

名工として著名な田中佐次郎さんや鳥取県

の人たちも墓参りに来ておられました。 
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（３） 大自然の中で日韓交流  ～ 犬山市・八曽自然林 ～
 

この 4 月 29 日（祝）、犬山市の八曽自然

林を舞台に、日韓の学生・市民の交流を盛

大に行いました。当日は朝まで激しく雨が

降っていて、行事の実施が危ぶまれました

が、朝の 9 時頃から天気は瞬く間に回復し、

青空が広がってきました。この日、八曽に

集まった人数はこれまでの最高を数える

56 人、子供から留学生、韓国人商社マン

や公務員、在日の人たち、私たち会員、そ

して応援団（事務局の知人グループ）の人

たちなど、実に多彩なメンバーでした。夫

婦での参加者も多く、韓国人、在日、日本

人の夫婦全てが顔を揃えたのは特筆もので

した。 

 集まった人たちのうち、留学生や元気な

シニアの人たちがまず渓流歩きや山登りで

大自然を満喫したあと、キャンプ場に特設 

 

したバーベキュー場で焼肉、チヂミ、カレ

ーライス、豚汁などで心ゆくまでお腹を満

たしました。 

 大自然の中の集いは和気あいあいの盛り

上がりを見せて終了、参加者の以下の感想

文で当日の雰囲気を察してください。 

 

● 参加した学生たちの作文 

「日韓・市民交流の森」に参加して 

 이신애（イ・シンエ） 
名古屋大学の短期交換学生として来て知

ったサポート役の健介さんからの呼びかけ

で今回日韓交流の行事に参加することにな

りました。 

 
はじめ登山は嫌いでないけれどサポータ

の呼びかけに対しつれない返事をしていた

私でしたが、いざ参加してみたら考えさせ

られることがいろいろとありました。 

 当日の朝、雨が降っていたので「山登り

ができるのか」と心配しましたが、雨が降

ったことでかえって雨水を含んだ澄みきっ

た空気と鮮やかな緑により犬山の地で日本

の美しい山を満喫することができました。 

 日本で初めて行った山でしたが犬山は名

古屋から近く洞窟や滝もある奥深い山であ

ることがとても印象的でした。 

山登りでガイドして下さった方の詳しい

説明のおかげで興味深く山登りをすること

ができました。山の頂上から見下ろす名古

屋を見ながら感じたことですが少なくとも

「私は日本に来た意味があった」それは多

くのことを考えることができた機会を得た

ことです。 

 韓国に帰る前に美しい日本の山をもっと

登ってみたいという気持ちが湧いてきまし

た。 

準備して下さった昼食はとても美味しかっ

たです。焼き肉・カレー・果物・お菓子な

どいろいろと気を配り取り揃えて下った皆

さんの心遣いを深く感じることができまし

た。日本に来ていろいろ食べましたがその

中で一番おいしく頂いたような気がします。 

日本に来て半年も経っていませんが、こ

んなに多くの素敵な日本人の方々と会う事
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が出来とてもありがたく思いました。 

今まで大学に入る前までは歴史問題など

で否定的だった日本人観があったのは事実

です。 

が、こんなに素敵な日本人の方々に会える

ことができたこの山登りのおかげで次第に

日本人に対する愛おしさを感じるようにな

りました。 

 まだまだ韓国は日本に対し否定的な考え

を持っている人たちが多くいますが、これ

からは私が韓国の人達に進んで日本には良

い人たちが沢山いることを知らせたいです。 

 考えもしなかった・・日本の地でアリラ

ンをみんなで一緒に歌ったことなどいろい

ろと思う事が多かった。 

日本人が韓国を故郷のように考え韓国への

愛おしさも持っている人たちがいることが

よく分かりました。犬山での山登りはとて

も短い時間でしたが日韓関係をもっと深く

考えてみるとても意味のある行事でした。 

参加して下さった日本人の方々ともっと

会話をしていたらよかったと済まない気持

ちにもなりました。 

今後このような行事がもっと頻繁に行われ

日本の若い人たちも混じった日韓関係にな

ればと思いました。 

このような日韓市民団体の人達の努力が

種となり韓国人と日本人の間に信頼と愛情

が芽生え沢山の実になる日が来ることを心

から願っています。 

 

「日韓・市民交流の森」に参加して 

日韓市民ネットワークなごや 学生代表 鈴木健介 

4月より、日本人学生代表を務めさせて

いただくことになりました名古屋大学経済

学部 2 年の鈴木健介と申します。高校時代、

함께日韓の高校生の交流グループ“ （ハム

ケ）＝ともに”高校生平和特派員に参加し

ていたころから、後藤さんにはお力添えを

いただいており、この度、このような形で

「日韓市民ネットワークなごや」の活動に

参加させていただけることを、大変うれし

く思っております。 

 
さて、会員の皆様であれば、ここで特筆

する必要などないとは思いますが、今年は

いわゆる「韓国併合」から 100 年の年です。

あまりにも「100 年」にこだわり過ぎて、

一過性の“イベント”にしてはならないと

心に留めながらも、韓国・朝鮮・中国を含

む、東アジアの歴史と向き合い、これから

の時代を考えていくうえでは、一つの大き

な節目であると思っています。私自身も、

今年 1年間、どのように向き合っていくか

を模索し続けていましたが、その一つとし

て、韓国の国立ソウル大学校の学生が中心

となって活動している平和活動団体に参加

し、日中韓の学生が今までの自分自身が受

けてきた歴史教育を共有することで、これ

からの歴史教育・歴史観のあるべき姿を考

えるというプロジェクトをスタートするこ

とにしました。まだ始まったばかりですが、

積極的に取り組んでいきたいと思っていま

す。 

こうした、“アカデミック”な側面から

のアプローチも重要ではありますが、これ

からの日韓関係を考えていくうえで、今回

のイベントのタイトルそのものである“市

民交流”ほど大切なものはないと信じてい

ます。「冬のソナタ」に始まった韓流ブー

ムは、いまだやむところを知らず、韓国へ

の渡航者は増加の一途をたどっています。

また、韓国においても、日本の文化芸能に

関心を持つ若者が大変増えております。し

かし、例えば一般的な韓国旅行の場合、韓

国の市民と向き合い、語り合うことは稀で

はないでしょうか。つまり、面と向かった

市民交流の機会は、決して多くはないと思

うのです。そうした中で、メディアなどの

影響を受けながら、漠然とした“韓国・韓

国人像”や“日本・日本人像”を抱いてし



 8 

まう現実があります。インターネットの中

で、ステレオタイプや先入観に依拠して、

排他的に、お互いを誹謗中傷し合う人たち

が少なくないのは、本当に残念なことです。

そうではなくて、一人でも、二人でも、実

際に面と向かって話して、人間関係を結ぶ

ことで、自分自身の日本や韓国に対するイ

メージを作り上げていってほしいと思って

います。そういう意味では、今回のイベン

トは、本当に重要な意味をもつものになっ

たと思います。 

今回は、20名を超える韓国人留学生が参

加し、会員の方や、地域の方にもたくさん

ご参加いただきました。前夜から準備いた

だいた方もいらっしゃったということに驚

いた留学生も少なくなかったと思いますが、

こうした市民団体が名古屋にあることを、

ぜひ忘れずに覚えていてほしいと思います。

様々な生い立ちの参加者と出会ったことも、

いい経験だったと思います。そして、今回

の交流会で感じたことや思ったことを心に

留めながら、これからも日本で有意義な生

活を送ってほしいと思います。また、参加

者全員が留学生と楽しく語らっていたのも

大変印象的で、その様子はまさに“市民交

流”そのものであったと思います。アリラ

ンの大合唱も楽しかったですね。毎年韓国

学校でも、「留学生を励ます集い」などが

催されていますが、美しい自然の中では、

いつもに増して一層盛り上がっていたよう

に感じました。 

私自身も、大変楽しい時間を送ることが

できましたが、またこのような交流会が催

される折には、韓国人留学生のみならず、

日本人や在日コリアンなどもっと多くの学

生にも参加を呼び掛けていきたいと思いま

す。こうした「日韓市民ネットワークなご

や」での出会いをきっかけに、学生のネッ

トワーク作りにも取り組みたいと思います。 

最後になりましたが、今回のイベントに

ご協力いただいた全ての皆さんに、心から

感謝申し上げたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

日韓市民交流の森に参加してから 

이성민（李・聖民） 

 このイベントについて初めて耳にしたの

は開始日の一週間前の学生代表鈴木健介さ

んからでした。そのとき日韓市民ネットワ

ークという団体も初めて知りましたし、今

回のイベントが名古屋に住んでいる韓国人

のためであることも知りました。健介さん

から名古屋大学の韓国人の留学生にこのイ

ベントについて知らせてたくさんの留学生

が来てほしいといわれて韓国人の留学生達

に連絡を回したところ、1９人ほどの留学

生が一緒に参加してくれました。 

 わたしは今回連れて行っていただいたと

ころのような山を登ったり、バーベキュー
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をやったりしたことが今までありませんで

した。なので、3 年間名古屋では経験でき

なかったことをこのイベントを通じて経験

することができました。 

 まず当日の朝に天気がよくなくて健介さ

んとハイキングやバーベキューが予定通り

に行われるかどうか心配していましたが、

だんだん天気回復していき、犬山について

からまもなくお日様が私たちを迎えてくれ

ました。到着して後藤さんやバーベキュー

の支度をされている方々とあいさつをして

から山を登って行きました。はじめは天気

がまだ完全に回復しなかったため、危うく

ない山道を登り、洞窟を見て下る中、よう

やくよい天気になり、山頂に連れていって

いただきました。その時、山頂から見た風

景は今も忘れられないくらい素敵でした。

山を下り、バーベキュー場に行き、私たち

のために準備してくれた方々とあいさつし

てから、バーベキューをやり始めました。

お肉も本当においしいかったですし、マッ

コリもビールも焼酎もおいしかったです。

準備してくれた方々とあまりしゃべりあわ

なかったことは残念ですが、その日の思い

出は忘れられないと思います。 

 私たちのためにいろいろやってくださっ

て本当にありがとうございました。お世話

になりました。また今度こういう機会があ

ったらぜひ招待してください。 

 

八曾自然休養林での一日(日韓市民・交流の森) 

金良圭 キム・ヤンギュ 

この度、４月２９日 (昭和の日) に開催

された、日韓市民・交流の森に参加させて

いただきました。私が名古屋に来たのは２

００５年４月。もう６年目になり、その間

何回か誘われたことはありますが、実際に

参加したのは、今回が初めてでした。 

朝まで雨が降って少し心配しましたが、や

っと雨が止んだので息子のみならず、家内

も大喜び。 

不安と適当な緊張を味わいながらキャン

プに到着しました。後藤さんや、鈴木君、

韓国の留学生たちをモミの木キャンプ場で

待ち合わせして、息子をつれて待ちに待っ

た山歩きについていくことにしました。駐

車場の向かいに「巌頭洞（がんとうがま）

コース」という標識があり、その右にの新

しい案内板がありました。そこで、格好い

い引率先生より簡単な注意事項を聞き、天

気が悪いからキャンプ場～八曾山～巌頭洞

～岩見山コースを行くことにしました。 

雨で地面がずるずるしたので、息子は何

回も転んだりしながら初登山を楽しみまし

た。なだらかな坂道を引率先生と参加者た

ちとの話し合いながら歩いてくうちに、

段々慣れてきて心の中の障壁も消え、まる

で故郷へ来たようになりました。特に、岩

見山の頂上で先生が景観や地名の由来、御

岳山のことなどを語って下さり、深く印象

に残りました。雨に濡れた若葉はひとしお

に美しかったです。これだけで心に喜びを

得られたので、もとは取れたかな。 

しかし、本番はまだ残ってありました。

山から下りて早速、ＢＢＱパーティーが始

まりました。息子が川におぼれて肝を冷や

したハプニングまで、すごくうれしかった。

大好きなお酒もいっぱいあるのに車のせい

で殆ど飲めなかったのは、とても残念。 

「出会い」それは、人間にとって一番す
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ばらしいことだと存じます。今回、「日韓

市民ネットワークなごや」が催した「日韓

市民・交流の森」での一日は、韓国人留学

生や，駐在員、多彩な顔ぶれを持つ年配の

方が大勢参加され、最高の出会いでした。 

 とても近いようで遠いような存在であっ

た 「韓国と日本」。そして数年前、冬のソ

ナタから始まり火のついた"韓流ブーム"。

今では、両国は生活の一部といっても過言

ではないほど身近な存在になったのではな

いでしょうか？これからは、「日韓市民ネ

ットワークなごや」の活躍を期待します。 

 後藤さんをはじめ、スタッフの皆さん！ 

本当にありがとうございました。感謝し

ても仕切れないほどです。そして、こんな

に充実な企画に参加させて頂き、本当にあ

りがとうございます。こんなに楽しくて仕

方がないイベントに参加したのは初めてで

した。この集いに参加して、考えさせられ

ることがたくさんありました。スタッフの

皆さんの優しさと情熱が伝わってきて、自

分も周りに目を向けられるようになり、少

しは成長したのではないかと思います。 

実は個人的な事や、論文準備、生活など

で、行き詰まっていたところでもあったの

で、この集いは貴重な体験と共に、とても

いい気分転換にもなりました。とびきりの

笑顔で接してくれた皆さん、感謝します。 

次回もぜひ参加させてください。 

 

楽しかった交流の森 

パク・キジン 

まず、日韓交流のためすばらしい場を用

意してくださった日韓市民ネットワーク

の皆様に感謝を申し上げます。 

爽快な自然の中、天気にも恵まれすごく

楽しい交流会でした。なかなか集まれない

韓国の留学生達と交わりができたことも非

常に楽しかったですが、何よりも、日韓市

民ネットワークの皆さんと出会い、貴重な

話を聞けて本当に良かったです。“朝鮮・満

州で幼少期を過ごしたシニアの方々や在日

韓国人など、韓国と縁の深い方々がこんな

にもたくさんいるんだ。また、 私より韓国

のことをよく知り、考えていらっしゃるんだ。”と感じ、本当に感動しました。 

もちろんバーベキューもとても美味しかったです。特に、カレーはお母さんの味がして

何回もお代わりしました。涼しい風の中、暖かい笑顔の人々との美味しい食事は最高でし

た。 

今回の交流会を通して作られた縁をきっかけに、ますます日韓交流に励む日韓ネットワ

ークになることを願います。 

 

八曽の集いについて 2 点ほどさらに報告しておく必要があると思います。 

 1 点は、今回、事務局の読みが甘く、行事の会計が 10 万円以上の大赤字になる所でし

たが、なんと 10 万円もの寄付を事前に振り込んで頂いた方がいて急場をしのぐことが出

来たという事実です。まず、大赤字になりかかった事情ですが、留学生をなるべく多くと

20 人も無料で招待したり、彼らに高い交通費も払わせないようにとマイクロバスを運転

する人を含めてチャーターしたことがあります。またバーベキューをはじめ飲食にも、か

なり資金をかけました。 
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その一方で会員 1 人から入る会費は 2000 円の当日払いと安く設定しておいたのですが、

前日や当日になって不参加を連絡してきた方も多く、赤字が大きくなったのです。しかし

そのような事態を招いたのは、やはり事務局一同の見通しが甘かったからと言わざるを得

ません。 

今後は八曽での行事の際も、韓国学校で行う交流パーティのように会員の方々に事前に

会費や多数の留学生を招待出来るよう少しづつ寄付を事前に振り込んでいただくようにし

たらと考えているところです。 

 さて、10 万円もの寄付で大赤字になるところを助けて頂いた方は鄭禧昇（チョン・ヒ

スン）さんという在日の実業家の方です。会員の方ではありませんが、去年から私たちが

主催している日韓交流史講座を受講されており、韓国への歴史紀行にも同行された方です。

歴史に大変詳しく、日韓人の交流にも熱心な方なので八曽に招待申し上げたところ、さっ

そく寄付金を振り込んでいただき、結果として行事が大赤字になる所を救っていただいた

というわけです。誌上を借りて改めてお礼を

申し上げます。 

 もう 1 点、八曽のバーベキュー場の設営や

名鉄羽黒駅からの関係者の輸送、それに留学

生の山歩きなどに会員でない事務局の友人た

ちが大活躍してくれたことを報告させて頂き

ます。早朝から八曽に入り、一日忙しく働い

てもらいましたが、「隣国の留学生たちが素直

で礼儀正しいのを見て、印象的だった。手伝

ってよかった！」と口々に言っていました。 

 

 

（４）会からのお知らせ 

（１）光州交流団の来日決定  ～ 8 月 5 日から 9 日まで ～ 

 私たちの団体は過去 12 年間、毎年のように韓国から大学生交流団を招待してきました。

昨年は残念ながら極端なウォン安、円高での波紋で交流団は来なかったのですが、今年は

光州からの交流団が訪日することが決定しています。光州訪問団といえば 2 年前の出来事

を思い出す方々も多いのではないでしょうか！？ 

 2 年前の夏、あの年も竹島（独島）の帰属問題で韓国の世論が沸騰し、日韓交流の 100

を越える行事が軒並み中止となっていきました。そんな中、光州交流団のまとめ役である、

光州ＹＭＣＡは「日韓市民ネットワーク・なごやとの交流をここで絶つ理由はない！」と

決然として交流団を派遣して頂いたのです。その光州訪問団を再び迎えるにあたって 

私たちも万全の準備を整えたいと思います。 
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交流団を招くたび、私たちは彼らのために奈良一泊旅行をプレゼントしてきました。

日本の奈良には韓国ではもはや見ることのできない古代朝鮮の文化財とも言える堂塔や仏

像（法隆寺の堂塔や仏像など）が 1300 年の歳月に耐えて守られているからです。それら

の建築物や仏像は、百済王朝が大和王朝のために派遣してきた工人たちの手によって造ら

れました。歴代の大学生交流団は、百済の工人の手になる木造の建物や仏像が日本人の手

によって、なんと 1300 年もの永きにわたって守られていることに感激し、一様に日本人

や日本文化に対する認識を改めてくれました。 

  

同様の機会を今回の交流団にも提供したいと思いますので、恐縮ですが会員の皆さんは

同封の振込用紙用いて郵便局から会の口座宛てに少しずつ寄付金を振り込んでいただくよ

うお願いします。これまでの経験では奈良一泊旅行には 25 万円前後の経費がかかってい

ます。ご協力宜しくお願いします。 

 

恒例により、8 月 8 日（日）、下記の予定で光州交流団との歓迎交流会を開きますので、

できるだけ多くの方々にご出席の上、光州の若者たちと対話していただくよう要請します。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）新会員紹介 

 

中林 速雄 松木 み代 有賀 昌久 加藤 静枝 
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高校生たちの日韓朝交流 ～５月３日・南山大学～ 

東海高校教員 会員幹事（大学・高校生交流リーダー） 久田光政 

 

ハムケ＝ともに高校生平和特派員実行委

員会は今年も５月のゴールデンウィークに、

韓国伝統文化高校(全羅北道全州市)の高校

生１５名と先生４名を迎えました。３泊４

日の交流のメイン企画は５月３日に開催し

た「めっちゃサランヘヨ・ノムノム愛して

る Talk LIVE in なごや 1910→2010→

～Make it Possible！ つくろう日韓朝の

未来を～」と題した討論企画（新入生歓迎

フェスティバルの企画として開催）。 

 

参加したのはハムケメンバーの名古屋の

高校生、伝統文化高生、そして通訳もかね

て愛知朝鮮高級学校(豊明市)の高校生、ぞ

れぞれ１５名ほど。それに大人が 15 名ほ

ど。 

討論テーマはサッカーW 杯では３カ国が

対戦したらどの国を応援するのかに始まり、

それぞれの国の未来に自分たちはどうかか

わることができるかなど、多岐にわたりま

した。 

高校学費無償化問題では、なぜ朝鮮高校

生だけが対象外とされたのか、そこには在

日コリアンへの差別があるのではないかを

話し合いました。 

朝鮮高校の女子生徒(２年)は「鳩山首相

は国交がないので教育内容をチェックでき

ないというが、ちゃんとした学校法人だし、

愛知県に教育内容も財政も報告している」

と語り、別の生徒も「国交がない他の国の

外国人学校の生徒だって無償化を受けてい

る。不公平でとても寂しい」と語ります。 

根本には朝鮮人への差別意識があるので

はないかという話し合いになり、差別経験

が語られました。朝鮮学校の生徒と分かる

とアルバイトの採用を取り消されたり、レ

ンタルビデオ店の会員登録を断られたりし

た体験が語られました。韓国や日本の高校

生も「おかしい」「不公平だ」と口々に語

り、「朝鮮学校生も無償化の対象にするよ

う一緒に訴えていこう」と話しました。 

哨戒艦「天安」の沈没事件に関連して、

徴兵制について討論もしました。韓国の男

子生徒は「徴兵制は当たり前。自分の手で

国や家族を守る」と語りました。一方、韓

国の女子生徒は「天安の事故が起きて、徴

兵に行くのは嫌だという若者が増えた。や

っぱり命の危険がともなう仕事を強制する

のはよくない」と発言。さらに「そもそも

軍隊は必要か」というテーマになり、日本

の男子生徒は「軍隊で教えるのは、人を殺

すための技術。平和のためには軍隊はない

ほうがいい」と話し、朝鮮高校の女子生徒

は「軍隊は他国を攻撃するためにあるので

はなく、自分の国や家族を守るためにあっ

てほしい」と語りました。 

安重根が伊藤博文を射殺し、死刑になっ

て１００年にもあたる今年。安重根が旅順

監獄で書き残した「東洋平和論」が紹介さ

れました。その内容は日本と韓国と中国の

東洋の３カ国がもっと仲良くしなければな

らないというものです。死後１００年たっ

た今、安重根の遺志を今に引き継ぐことが

重要ではないかということが最後のテーマ

となりました。それに関連して、南北の統

一について、朝鮮高校の女子生徒は「韓国

の人たちは朝鮮と統一をしたがっているの

か、率直に教えてほしい」と発言。「北と

南は農産物や鉱物資源など環境がまったく

違う。一つになることはお互いの利益にな

る」、「分断時に離れ離れになった離散家族

を再会させたい」などの意見が相次ぎまし

た。 

韓国の男子生徒が、南北の統一も、日本

との友好も「お互いよく話し合うことがま
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ず大切だと思う。文化・思想・政治の違い

を乗り越え、歴史と向き合って、すれ違い

や誤解を解消するのが第一」だと語ると、

「今日の集まりが十分に貢献していると思

う。自分たち高校生が理解を深めあうこと

が大切だ」と声があがりました。 

討論に参加した在日韓国人２世の男子生

徒は「小学校のころはよくいじめられてい

たが、高校に入ってからはなくなった。分

別ある年になった高校生がもっと交流し、

日本と韓国、朝鮮で一致団結できたらい

い」と語りました。 

午後からは新入生歓迎フェスティバルで

伝統高調理科学生の韓国料理模擬店、工芸

デザイン科と韓国絵画科の学生による伝統

うちわのワークショップを行いました。そ

して、日本の高校生も朝鮮高校生も販売と

勧誘を行い、三者が一致団結して模擬店と

ワークショップを成功させました。 

また、翌日は戦時における日本の被害と

加害を展示する博物館「ピース愛知」(名

東区)を見学しました。「我が国の戦争につ

いてだけ勉強し、我が国だけのことしか知

らなくて、日本のことがあまり好きではな

かったが、ピース愛知にきて、日本も同じ

くたいへんだったということを知った。日

本は分断国家でもなく、憲法を定め平和を

守ろうと努力している姿勢を見て、羨まし

く、すごいと思った。」「日本でも戦争に反

対した人がいたことを初めて知りました。

戦争だけを見て、日本人みんなを判断して

はいけないことも気づきました。韓国の

人々がこの事実を知れば、少しは今までの

「恨」を払い落とせることができるのでは

ないでしょうか。また、戦争の写真は本当

に残酷でした。戦争と関係のない民間人ま

で殺された。これからは戦争が起きず、戦

争のない世界で生きたいと思います」など

の感想が語られました。 

 

３泊４日のプログラムを終え、セントレ

アで涙を流しながら、７月の韓国での再会

を誓いあった高校生の交流でした。 

７月１８日～２３日の韓国交流(参加

費：高校生＝25,000 円、一般大人＝

50,000 円、他に燃油、空港税など 6,200

円)のお問い合わせは久田(090-6571-1239、

vxq12@yahoo.co.jp)まで。中高校生がメイ

ンですが、大人の方も余裕がある範囲で受

け付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

参加費 

高校生  ：２５．０００円 

一般大人：５０．０００円 
＜他に燃油、空港税など６．２００円＞ 

お問合せ 

久田（０９０－６５７１－１２３９） 

Mail；vxq12@yahoo.co.jp 

中高校生がメインですが、大人の方

も余裕がある範囲で受け付けます。 
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顧問の尹大辰先生に大統領表彰 
 

 前名古屋韓国学校校長の尹大辰先生が５

月２４日（月）午後３時、駐名古屋韓国総領事

館にて大韓民国大統領表彰状の授与式があ

りました。 

 今回の受賞理由は、在外同胞教育分野に

おいて透徹な教育観と使命感を持って在外国

民教育および国際理解教育発展に大きく寄与

したことが認められたものです。 

 在日韓国人二世の尹大辰先生は名古屋韓

国学校教師および校長として３０年近く勤務し、

昨年３月末定年退職しました。在職中は、在

日韓国人子弟はもちろん日本人に韓国語と韓

国文化、歴史などの教育活動をして来ました。

現在は、大学や文化センターなどで韓国語の

普及、日韓文化交流推進のための活動を行

なっています。 

 授与式には、李泰雨総領事、張永植理事長、

鄭博民団本部団長、李孔一新西支部団長、

関係者など２０名が参席しました。 

 日韓市民ネットワーク・なごやの創立以

来の顧問、尹大辰先生（前名古屋韓国学校

校長、現愛知大学講師）が、永年にわたっ

て在日同胞の民俗教育に尽くしたとして、

李明博大統領からの表彰状を、李泰雨総領

事より授与されました。 

 周知のように尹大辰先生は、1978 年

（昭和 53 年）より昨年まで実に 32 年間に

わたって名古屋韓国学校に奉職し、在日同

胞の民俗教育に大きく貢献されました。と

りわけ最後の 9 年間は校長の要職にあって、

韓日歴史文化フォーラムの実行委員を務め

るなど、在日・韓国人・日本人の文化交

流・人間交流に大変尽力していただきまし

た。 

 私たちの団体が 1998 年 2 月の創立の時

いらい、名古屋韓国学校を舞台に数え切れ

ないほど日韓“学生・市民”の交流会を開

いてこられたのも、鄭煥麒名誉理事長ほか

歴代の理事の方々の了承の下に、“尹大辰

校長”が、その都度全面的に支援して頂い

たおかげでした。 

 それだけに今回の尹大辰先生の受賞は、

私たち、日韓市民ネットワークの会員にと

って、我が事のように嬉しい慶事です。次

に会員が集まる機会には、先生の受賞を全

員でお祝いしたいと考えています。 

 
尹大辰先生の講義内容
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               （2010/05/30） 

 会員の皆様、いかがお過ごしですか？当会も１３年目を迎えることになりました。

こんなに長い間、続けて来れた原動力は何なんだろう・・と考えてみますと・・・ 

私の場合２１歳から起業して６２歳になる今日まで幾度となく業種転換を繰り返し

ながら事業経営をやって来ました。今の新事業を始めたのが５５歳の時、情報産業か

ら撤退し新規立ち上げでボランティアをしている余裕もなかったのですが、当会のホ

ームページを立ち上げたり総括副幹事として微力ながらお手伝をさせていただきまし

た。いわばこの会のおかげで人のために役立つことが喜びとなり事業にも社会貢献的

な取り組みができるようになりました。それと言うまでもなく多くの会員の方々とお

会いすることができたこともその理由の一つです。 

 今回は恥ずかしくも自分のことを述べてしまいました。 

編集長＆ホームページ管理者 中川 修介 
 

 トヨタ 韓国でも好調 

       韓国ソウル在住 会員 坂野慎治 

         （梨花女子大学・通訳翻訳大学院講師） 

 
今年３月期決算で、２期ぶりの黒字に転

じたトヨタ自動車。韓国でも、リコール問

題によるイメージダウンから脱して、販売

が好調です。トヨタは去年１０月の韓国進

出直後から好調な売れ行きを見せていまし

たが、リコール問題で今年初めに販売が急

減しました。しかし早くも販売が回復して、

４月の輸入車販売台数（車種別）でカムリ

が４６７台と１位になりました。 

人気の理由は、ブランド力と価格です。

カムリ（２.５Ｌ）の価格はフルオプショ

ンで、およそ３５００万ウォン。現在１８

カ月の無利子・分割払いができるので、実

質的には３０００万ウォン程度に感じられ

ます。これに対して韓国現代自動車のソナ

タは、最高級モデルがおよそ２８００万ウ

ォン。さらに、カムリには付いているカー

ナビゲーションとサンルーフを加えるとプ

ラス３００万ウォン。ソナタの排気量は２

Ｌなので、値段の違いはほとんどありませ

ん。こうした価格戦略は、他の日本メーカ

ーも同様で、韓国の国産車と比べても割高

感がなくなっています。このように輸入車

が身近になったこともあり、４月の輸入車

販売台数は７２０８台（前月比１.５％

増）になりました。先月初めて７０００台

を超えて、さらに伸びています。 

 
カムリだけでなく輸入車の人気はこれから

も続きそうですが、大型車が人気の韓国だ

けに、よく売れているのは排気量の大きな

車です。そのためトヨタ以外の日本メーカ

ーは、同じ車種でも２種類の排気量を用意

しています。例えばホンダのアコードは、

２００８年に３.５Ｌモデル（約４０００

万ウォン）が４９４８台売れて、輸入車の

年間販売台数で１位になりました。しかし、

２.４Ｌモデル（約３５００万ウォン）は

１８３６台と半分以下でした。日産のアル

ティマも同様で、３.５Ｌモデルが２.４Ｌ

モデルよりも売れています。 

トヨタのラインナップは現在、カムリ

（２.５Ｌ、ハイブリッド：２.４Ｌ）、Ｒ

ＡＶ４（２.５Ｌ）、ハイブリッドカーのプ

リウス（１.８Ｌ）の４種類のみ。今後、

排気量の大きな車が売り出されれば、さら

に人気が出るかもしれません。
 


